
「もし、予期せぬケガや病気になって、大きな出費が必要になったら・・・」、皆さんは、そんな心配を

したことはないでしょう。しかし、将来自立し限られた収入で生活するようになれば、こんな事も考えて

おかなければいけません。そこで世間の多くの人は、そんな時のために保険に加入しています。これ

は、日頃定期的に保険料を支払

い、万が一の大きな出費をまか

なってもらう仕組みです。 

 

その保険料が左図にあるよう

に契約時の健康状態によって安

くなるのを知っていますか。その

一番目にあげられているのが、

喫煙の有無なのです。つまり、タ

バコを吸っていなければ保険料

が安くなるわけで、多くの保険会

社が、非喫煙者には割引する種

類を用意しています。下の広告

は、ある会社の具体例で、「たば

こを吸わない人にメリットがある」

保険なのです。 

 

いかがでしょうか。タバコを吸

い始めなければ、タバコ代はか

からないし、保険料も安くな

る上、何より病気になる確率

も低くなりますが、反対に吸

い始めてしまうと、タバコ代

＋高い保険料＋発病リスク

がついてきます。 

 

わざわざ吸い始めてはい

けませんよね。 
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